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世帯数 1,413戸
人口 7,968人

男 3,905人
女 4,063人

積 46.65
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ー
ー
秋
は
い
ま
し
の
び
よ
る
。

け
れ
ど
も
大
き
な
力
て

声
も
な
く
ひ
そ
か
に

森
罹
万
象
と

実
り
の
よ
ろ
こ
び
を
も
た
ら
し

凡
ゆ
る
も
の
に

か
ぎ
り
な
い
い
つ
く
し
み
を
こ
め
て

百
姓
と
の

:
の
ゆ
れ
る
拾
穂
の
一
本
一
本
に

み
ど
り
い
ろ
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る

開
花
を
終
え
た
狛
田
に

□

ロ
R
八
月
三
日
、
玉
川
村
自
衛
隊
協
力
会
が

結
成
さ
れ
、
会
長
に
村
長
丹
内
栄
一
氏

が
選
任
さ
れ
た
o
.
r

••• 

④
泉
郷
駐
在
所
の
佐
藤
巡
査
が
八
月
一
日

附
に
て
退
職
さ
れ
、
八
月
十
二
日
平
田

村
小
平
駐
在
所
ま
り
都
倉
巡
査
が
豫
任

ー
さ
れ
た
。

．
．
 

R
八
月
十
八
日
郡
下
町
村
職
員
卓
球
大
会

に
於
い
て
玉
川
村
役
場
職
員
チ
ー
ム
が

団
体
戦
で
準
優
勝
し
た
。

お
知
ら
せ

一

日

二
百
十
日
、
今
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
の

月
で
も
あ
る
。
今
年
も
皆
様
と
共
に
無
事

に
実
り
の
秋
を
迎
え
る
よ
う
お
祈
り
申
上

げ
ま
す
。

十

五

日

老
人
の
日
で
あ
る
。
我
村
に
も
八
十
才

以
上
の
方
が
八
十
六
人
祝
福
を
受
け
る
、

世
の
移
り
変
り
は
早
く
あ
の
悪
夢
の
よ
う

な
終
戦
よ
り
早
や
二
十
年
、
老
人
福
祉
関

係
も
何
ん
と
か
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
が

未
だ
道
遠
し
の
感
が
あ
り
一
日
も
早
く
老

人
達
が
安
ん
じ
て
生
活
出
来
る
世
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
益
々
御
健
康
と
御
幸
福

を
お
折
り
い
た
し
ま
す
。

二
十
三
日

秋
分
の
日
、
祖
先
の
御
霊
の
冥
福
を
祈

り
、
数
々
の
業
績
に
感
謝
い
た
し
ま
し
ょ

う。
朝
夕
凍
し
さ
を
増
し
食
欲
の
秋
と
な
る

が
、
残
暑
が
き
び
し
く
飲
食
物
、
寝
冷
え

に
注
意
じ
伝
染
病
の
発
生
の
な
い
よ
う
、

お
互
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

九
月
の
こ
よ
み
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◇
第
四
十
八
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
戦
没
者
◇

◇
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
法
◇

◇
律
第
百
号
を
も
つ
て
公
布
さ
れ
昭
和
四
十
年
四
◇

◇
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
◇

が
な
い
限
り
、
特
別
の
給

付
を
し
よ
う
と
す
る
の
が

こ
の
制
度
の
ね
ら
い
で
あ

る。

終
戦
二
十
周
年
を
迎
え

よ
う
と
す
る
今
日
す
で
に

相
当
数
の
遺
族
年
金
、
公

務
扶
助
料
等
の
受
給
者
が

失
権
（
死
亡
、
年
令
到
達
、

再
婚
等
）
し
た
た
め
、
現

在
と
し
て
は
年
金
の
受
給

資
格
者
が
、
誰
も
い
な
く

な
っ
て
い
る
例
が
多
い
う

え
、
当
初
か
ら
弔
慰
金
の

み
し
か
受
給
で
き
な
か
つ

た
遺
族
（
た
と
え
ば
、
兄

弟
姉
妹
等
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
国
債
が
原
則
と
し
て

昭
和
三
十
六
年
九
月
を
も

つ
て
償
還
を
終
了
し
た
の

で
現
時
点
に
お
い
て
は
身

近
か
な
遺
族
で
あ
り
な
が

ら
、
国
か
ら
何
ら
の
給
付

も
受
け
て
い
な
い
も
の
が

相
当
数
に
の
ぼ
つ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
惰
か
ら

終
戦
二
十
周
年
に
当
る
本

年
、
筆
頭
遺
族
と
認
め
ら

れ
そ
れ
に
よ
り
弔
慰
金
を

受
け
た
者
、
及
び
そ
の
筆

頭
遺
族
が
死
亡
し
た
場
合

等
で
あ
と
に
戦
没
者
の
子

が
あ
る
と
き
は
そ
の
子
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
現
に
年

金
給
付
を
受
け
て
い
る
者

特
別
弔
慰
金
制
度
の

お
こ
り

特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
対
象

こ
の
制
度
に
よ
る
特
別

弔
慰
金
は
具
体
的
に
は
戦

没
者
の
死
亡
に
つ
い
て
、

現
在
そ
の
遺
族
中
本
人
は

も
ち
ろ
ん
他
の
遺
族
の
誰

も
が
年
金
を
受
け
て
い
な

い
と
い
う
条
件
の
も
と
で

次
の
者
に
支
給
さ
れ
る
。

①
遺
族
援
護
法
に
よ
り
弔

慰
金
（
五
万
円
叉
は
一
―
―

万
円
の
国
債
）
が
支
給

さ
れ
た
者

た
だ
し
、
配
偶
者
に
つ

い
て
は
戦
没
者
の
死
亡

後
昭
和
四
十
年
四
月
一

日
前
に
遺
族
以
外
の
者

と
再
婚
し
た
場
合
に
は

次
の
と
お
り
と
す
る
。

す
な
わ
ち
弔
慰
金
の
支

給
を
受
け
た
当
時
そ
の

要
以
外
に
は
子
、
父
母
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の

誰
も
い
な
か
っ
た
場
合

及
び
戦
没
者
と
同
じ
氏

を
称
し
て
い
た
配
偶
者

（
た
と
え
ば
家
つ
き
娘
）

が
そ
の
氏
の
ま
ま
で
法

律
婚
を
し
た
場
合
は
支

炎
天
下
の
七
月
三
十
一

日
石
川
町
綜
合
グ
ラ
ソ
ド

竜崎、岩法寺分団入賞

郡下ポンプ操法大会

者険村の こ

の内 の

会 記ん 分こ

長 定書 知におられ指定さ おの者保険

石 せれ 知らに

，＇ ii 保福

そ

の

他

給
す
る
が
、
そ
れ
以
外

の
場
合
（
た
と
え
ば
他

に
再
婚
し
た
場
合
等
）

に
は
支
給
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。
（
こ
の
場

合
、
若
し
戦
没
者
の
子

が
あ
れ
ば
、
そ
の
子
に

転
給
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

●②
弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族

が
死
亡
し
た
り
、
し
た

場
合
で
あ
と
に
戦
没
者

の
子
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
子
に
限
り
支
給
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
施
行

こ
の
制
度
は
昭
和
四
十
に
お
い
て
、
第
十
一
回
福

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
島
県
消
防
ボ
ソ

。フ
操
法
石

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
川
地
区
大
会
に
我
が
消
防

り
支
給
さ
れ
る
国
債
は
戦
団
よ
り
、
可
搬
式
動
カ
ボ

没
者
の
身
分
に
か
か
わ
ら
ソ
プ
の
部
に
竜
崎
分
団
、

ず
、
す
べ
て
三
万
円
の
国
手
引
動
カ
ボ
ソ
プ
の
部
に
｀

債
（
た
だ
し
無
利
子
）
と
岩
法
寺
分
団
が
出
場
し
両

し
毎
年
一
回
づ
つ
で
十
年
分
団
と
も
日
頃
の
訓
練
の

以
内
に
償
還
を
終
る
こ
と
結
果
堂
々
第
三
位
に
入
賞

し
た
。

と
さ
れ
る
。
'

以
上
の
事
に
つ
い
て
不
出
場
選
手
名

明
な
点
が
あ
る
場
合
は
役
竜
崎
分
団
鈴
木
源
次

場
住
民
課
に
お
尋
ね
下
さ
三
吉
勝
巳
仁
井
田
保
雄

い

。

小

林

正

治

仁

井

田

政

好

尚
本
村
に
も
多
数
の
該
岩
法
寺
分
団
吉
田
義
雄

当

者

が

あ

る

も

の

と

予

測

村

越

清

倉

鎌

徳

三

さ
れ
叉
こ
れ
は
申
請
制
度
吉
田
喜
久
雄
草
野
重
一

に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
佐
久
間
忠
大
竹
照
治

該
当
者
は
洩
れ
な
く
申
請
（
写
真
は
ポ
ン
プ
操
法
競
技
）

す
る
よ
う
お
す
A

め
致
し

ま
す
。

甕
詑
翌
畜
産
経
営

全
一
十
九
年
県
農
林
統
計
事
務
所
調
査
結
果
よ
り
）

一
、
牛
乳
（
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
系
）

乳
脂
率
三
、
二
％
換
算

牛
乳
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り

平
均
第
二
次
生
産
費
は
搾

乳
量
の
大
巾
増
加
に
よ
り

三
、
六
ニ
ニ
円
と
な
り
四
、

0
0
0円
台
を
初
め
て
割

っ
た
。換

算
一
頭
当
り
は
一
六

二
、
三
二
五
円
で
若
干
づ

つ
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
る

特
に
ミ
ル
カ
ー
、
フ
ー
ラ

1
,、
登
録
牛
の
導
入
の
償

却
費
等
に
よ
つ
て
増
加
が

目
立
ち
、
飼
料
費
、
労
働

費
は
多
頭
飼
育
に
よ
り
多

少
の
減
少
傾
向
に
あ
る
。

飼
料
費
は
一
頭
当
り
、

1
0六
、
五
七
二
円
（
一
日

二
九
二
円
）
で
購
入
が
四

二
パ
ー
セ
ソ
ト
、
自
給
五

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
多
頭

飼
育
ほ
ど
講
入
飼
料
の
依

存
度
が
高
い
。

二
、
子
豚
（
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
種
）

子
豚
の
乳
離
す
る
ま
で

に
要
し
た
、
平
均
第
二
次

生
産
費
は
、
六
、

0
七
六
円

で
あ
る
。
そ
の
中
飼
料
費

が
、
三
、
五
七
二
円
で
五
七

パ
ー
セ
ソ
ト
、
労
慟
費
が

一
、
二
二

0
円
で
一
九
。
(

ー
セ
ソ
ト
、
母
豚
償
却
費

六
八
円
で
九
パ
ー
セ
ソ
ト

と
な
っ
て
お
る
。

阪
売
価
格
は
、
五
、
九
七

400; 

300 

200 

四
―
―
-

1

ハ

111
合

給
飼
料
一

0
。
ハ
ー
セ
ソ
ト

償
却
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

現
金
支
出
が
多
い
。

産
卵
鶏
一

0
0羽
当
り

生
産
費
一
八
七
、
三
二
五

円
、
一
羽
当
り
五
円
一
三

銭
と
な
っ
て
い
る
。

'

飼
料
費
は
年
間
一
羽
当

り
一
、
四
八
三
円
（
一
日
四

三
四
七
組
含

合
併
助
成
期
限
は
、
四

十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
わ
が
村
も
農
協

合
併
を
実
現
さ
せ
よ
う
。

九
円
で
あ
る
の
で
九
七
円

の
赤
字
で
あ
．
っ
た
-
そ
の

原
因
は
年
間
分
娩
回
数
が

一
、
一
回
で
少
く
、
分
娩

子
豚
数
は
一
一
、
一
頭
で

調
査
農
家
の
零
細
規
模
に

影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
飼
料
費
の
う
ち
購
入

二、

0
三
九
円
で
五
七
。〈

[
交
通
事
故
を

ー
セ
ソ
ト
、
自
給
一
、
五

ー
セ
ソ

三
三
円
で
四
三
。
／

ト

で

あ

っ

た

。

な

く

し

ま

し

ょ

う

三
、
鶏
卵
（
白
レ
グ
系
百
円
六
銭
）
で
購
入
九
八
。
＾

羽
当
リ
）

1
セ
ン
ト
、
一
羽
当
り
年

正
常
卵
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
間
鶏
卵
収
入
は
ニ
キ
ロ
グ

を
生
産
す
る
に
要
し
た
乎
ラ
ム
で
二
、
ニ
―
七
円
で

均
第
二
次
生
産
費
は
、
一
あ
る
か
ら
収
入
の
六
七
パ

五
、
六
四
四
円
で
あ
る
。
ー
セ
ソ
ト
に
相
当
す
る
。

販
売
価
格
一
八
、
五
一
八
産
卵
率
は
四
三
、
六
。
＾

円
で
純
収
益
二
、
八
五
四
ー
セ
ソ
ト
か
ら
六
四
、
八

円
と
な
っ
て
い
な
。
こ
の
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
平
均
五
八
、

調
査
は
三
八
年
十
月
一
日
サ

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
年
々
若

か
ら
三
九
年
九
月
三
十
日
干
の
上
昇
を
し
て
い
る
。

の
も
の
な
の
で
卵
価
も
平

均
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
一
福
島
県
の
農
協
合
併

八
五
円
と
か
な
り
高
価
を
は
こ
う
進
ん
で
い
る

示
し
た
と
き
で
黒
字
と
な

つ
て
い
る
。

か
り
に
生
産
費
を
固
定

納
回二―

し
た
場
合
収
支
相
償
う
限
実
計

界
卵
価
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
り
一
五
六
円
と
な
り
こ

れ
以
下
で
は
赤
字
と
な
る

可
能
性
が
強
い
。

費
用
割
合
は
、
飼
料
費

七
五
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
産
卵
鶏

償
却
費
―
―
パ
ー
セ
ソ
ト
，＂

労
慟
費
八
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
と

な
っ
て
お
り
飼
料
費
の
割

合
が
他
に
比
し
て
非
常
に

大
き
い
。
そ
の
中
購
入
飼

料
七
四
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
、
自

i
l
i
l
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m
i査
〗

胃一
戴
忍
▽
近
年
わ
が
国
で
は
産
業
の
目
ざ
ま
し
い

ー
▽
発
展
に
よ
つ
て
、
、
経
済
の
著
し
い
成
長

冒
一
▽
や
、
人
口
の
都
市
集
中
が
起
つ
て
い
ま

ー
▽
す
。
こ
の
た
め
、
ご
承
知
の
よ
う
に
地

"v" 
Ill

▽
域
開
発
の
要
請
が
最
近
大
き
く
な
っ
て

皿
ー
し
皿
▽
居
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
計
画
の
立
案

▽
に
は
、
市
町
村
ご
と
の
人
口
の
大
き
さ

-
＂
晶
▽
や
、
構
成
に
関
す
る
最
新
の
資
料
が
要

ー
▽
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
国
勢
調
査

"v" ▽で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た
え
、

喋
盆
▽
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
方
法
に
よ
つ
て

▽
こ
う
し
た
人
口
の
状
況
を
知
る
た
め
の

雰
晶
▽
重
要
な
調
査
で
あ
り
ま
す
。

皿
J
も

皿

調

査

の

し

-

①

氏

名

●
i

-

―
―
―
―
―
？
み
に
つ
い
て
、
⑱
世
帯
主
と
の
続
き
柄

簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
と
⑧
男
女
の
別

各
調
査
員
の
方
が
、
九
月
④
出
生
の
年
月

二
十
四
日
か
ら
、
九
月
三
⑮
配
偶
の
関
係

養
鶏
家
の
一
番
恐
れ
て
防
疫
に
つ
い
て
も
県
の
指

十

月

ま

で

の

間

に

、

受

持

⑥

国

籍

い
る
の
は
卵
価
の
安
い
こ
定
を
ぅ
け
て
次
の
よ
う
な

開

事

を

し

た

か

ど

虞

学

級

生

岩

農

で

実

習

調
査
区
内
の
各
世
帯
を
訪

の
別

わ
が
村
で
は
農
業
後
継
り
毎
週
一
回
開
い
て
い
る
と
と
、
伝
染
病
で
あ
り
ま
事
業
を
行
ぅ
こ
と
に
だ
り

間
し
て
、
調
査
票
と
そ
の

者
の
教
育
に
は
特
に
力
を
が
、
こ
の
程
第
一
回
の
移
す
。
そ
の
中
卵
価
に
つ
い
ま
し
た
の
で
養
鶏
家
の
御

記
入
例
を
く
ば
り
、
記
入
⑧
従
業
上
の
地
位

入
れ
て
お
り
、
そ
の
一
っ
動
教
室
と
し
て
、
夫
る
八
て
は
最
近
何
ん
と
か
赤
字
協
力
を
い
た
ゞ
き
た
い
と

を
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
調
⑨
勤
め
先
業
主
な
ど
の
名

称

と
し
て
の
青
年
学
級
は
岩
月
十
八
日
玉
川
村
青
年
学
の
線
よ
り
逃
れ
る
こ
と
が
思
い
ま
す
。

査
票
に
は
、
ふ
だ
ん
住
んヽ

⑩
勤
め
先
業
主
な
ど
の
事

業

の

種

類

瀕

農

業

高

校

の

協

力

に

よ

級

生

は

岩

農

に

行

き

同

校

で

き

ま

し

た

が

伝

染

病

の

一

、

目

的

多

頭

羽

飼

養

で
い
る
大
、
全
部
に
つ
し

て
申
告
し
て
い
た
ゞ
く
こ

i
I
I
’

ー
，
圃
ー
，
届

ii‘
ー園
9
号
9

自ー，

i

妥

の

殆

と

程

半

も

。

き

と

イ

貯

豆

脂

3
が
く
て

藁
．．
 

さ

る

施

水

次

つ

ど

い

と
に
な
り
ま
す
の
て
よ

く

調

査

員

の

説

明

を

聞

い

，

念

れ

実

落

ら

に

な

。

す

る

。

敷

代

営

の

用

割

約

に

ん

つ

つ

た

。

大

脱

～

ジ

よ

し

紀

懸

さ

を

は

た

減

ズ

る

や

め

る

め

用

サ

経

分

代

3
の

率

せ

く

も

ま

す

く

こ

2
，
ー
で
用
・
・

れ

軽

ツ

め

し

弱

す

た

利

＝

鶏

成

の

～

類

卵

ま

す

を

。

ま

よ

k
g
と

レ

物

利

町

て
、
十
月
一
日
か
ら
、
十

、
鶏

さ

の

ョ

と

伏

を

に

る

モ

る

養

の

類

2
穀

産

り

や

用

う

り

が

10
す
イ
好
｀
に

す

イ

め

は

そ

穀

の

る

き

あ

り

利

よ

な

め

モ

ま

サ

大

し

種

月
三
日
ま
で
の
あ
い
だ
に
一
モ
一
“
饂
認
。
"
°

の

倒

が

土

と

お

と

想

害

し

1

つ

倒

抗

由

111

ら

、

芽

、

こ

に

こ

策

予

被

を

に

は

抵

自

く

マ

し

と

は

ら

料

い

で

が

よ

の

じ

と

詰

イ

め

力

の

大

奇

喜
一
度
調
査
員
の
方
が

11

？
 

｀
畜
訊
戸
い
い

1
1
1
1
1
1

竺

冒

戸

琴

疇

翻

信

鱈

麟

疇

Qo
飼

麟

砂

砂

麟

．

琴

パ

粋

鐸

芦

訊

繹

仰

区

心

疇

丘

廷

[

5

疇ご

と

7
す

マ

で

で

さ

こ

の

合

マ

よ

の

サ

砕

割

イ

れ

い

て
し
た
ゞ

"
f

こ

に

、

注

止

発

ら

風

被

講

。

で

の

浅

て

り

し

害づ

傷

鶏

の

く

ツ

質

算

合

う

ら

配

ッ

も

餌

は

に

の

な

こ

よ

配

使

何

全

サ

て

緑

て

ぎ

kg
派
‘
。
も

を
集
め
に
参
り
ま
す
か
ら
一
事
一
の
響
良
に
防
病
く
の
る
を
い
太
力
の
立
成

も
れ
な
く
調
査
票
を
出
し

1

1

1

1

稲

影

不

理

を

ち

お

樹

ょ

策

さ

丸

風

根

を

は

げ

5

の

卵

出

安

サ

粉

計

て

や

柱

樹

を

実

°

産

支

も

。

澱

物

り

で

も

完

ら

れ

も

し

き

3
立

す

績

。

つ

木

支

果

柱

果

る

0
鶏

で

す

が

乾

ま

ま

に

も

か

さ

ル

と

大

力

で

ま

成

い

一農
i

水

の

熟

管

伏

も

干

果

に

対

下

に

0
風

登

水

倒

い

若

0
風

急

て

上

て
下
さ
い
。

調

査

票

の

内

容

は

次

の

台

、

で

、

穂

を

台

応

め

風

張

幼

で

結

支

落

す

養

分

で

ど

て

つ

位

康

か

す

及

ヅ

法

の

ヌ

月

き

べ

さ

し

度

分

健

し

ま

普

モ

蔵

位

米

ヶ

で

食

下

通

り

で

す

。

れ

の

し

期

の

と

を

の

め

を

幾

骨

ん

十
月
日
実
施

ご
ぞ
つ
て
ご
協
力
下
さ
い

""'""'■ 

真剣に缶詰加工の実習

⑪
本
人
の
仕
事
の
種
類

⑬
従
業
地
ま
た
は
追
学
地

⑱
世
帯
の
種
類

⑩
住
居
の
種
類
゜
．

個
悟
住
室
数
’

.

J

⑯
居
住
室
の
畳
数
の
合
計

養
鶏
集
団
循
生

推
進
事
業
の
指
定

ク竜ク岩中ク小川
法 誓
寺 高辺

平
野
先
生
の
指
導
の
も
と

に
、
桃
罐
詰
の
加
工
及
び

・
〈
ソ
加
工
の
実
習
を
う
け

一
日
を
真
剣
に
勉
強
し
て

帰
っ
た
。
今
後
も
移
動
教

室
を
実
施
、
農
業
全
般
に

つ
い
て
同
校
の
施
設
を
利

用
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
、
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

グト、
.- 臀,.

小鈴久大小溝溝坂
ク 出

林 木 保 竹 針 井 井 本 生甚木児
r うお

光雄敦 成雄保由氏 こ誕
名

江士子弘次一男一 全ざ生
月し、お
分

出
のまめ
生すで
塁C、と

喜

崎

世

帯

主

名

続

柄

作

蔵

孫

伐

助

そ

＞

ふ直

e

ク

成
占
＇
男
二
男

キ
ク
ョ
孫
~

ミ

ネ

ク

油

郷

一

・

ク

g

要
右
二
門

r

ク

竜小ク川
部

辺
落崎高

" 

ヽ

,
＂
死
亡
者
氏
名

矢

部

重

寿

関

根

留

吉

藤

ど

田

ョ

ッ

ノ

口
，
小
林
｛
」
友
次

世

帯

主

名

続

柄

主主
．

新

治主

妻

ヽ
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

9

一ー・・
'Ii.11・-1-11・

（
七
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

一
に
は
種
々
の
障
害
に
よ

る
生
産
性
の
低
下
と
疫

病
の
多
発
の
お
そ
れ
が

あ
り
こ
れ
ら
を
防
止
す

る
た
め
除
疫
態
勢
を
確

立
し
環
境
を
整
備
す
る

た
め
自
主
的
衛
生
体
勢

を
組
織
化
し
畜
産
の
健

全
な
発
展
を
は
か
る
。

二
、
事
業
実
施
要
領

①
村
に
家
畜
集
団
衛
生
推

r.5 

川

辺

分

団

が

優

勝

ー

青

年

団

球

技

大

会

ー

（
女
子
）

ク

玉
川
村
青
年
団
主
催
の

―

―

位

竜

崎

分

団

球
技
大
会
は
八
月
二
十
一

二

位

川

辺

分

団

三

位

南

須

釜

分

団

日
泉
中
、
須
釜
小
校
庭
で

！
ー
！
！
！
i-

行
わ
れ
総
合
で
川
辺
分
団

が
優
勝
し
た
。
各
種
目
別
二
大
写
丸
予
報
”

一

成
績
次
の
通
り

r
l
l
i・・ー・・ー・・

（
八
月

i
十
月
）

夏
型
の
気
圧
配
置
は
長

野
球
の
部

続
せ
ず
、
盛
夏
期
と
し
て

一

位

川

辺

分

団

は
変
動
が
大
き
く
気
湿
も

．
―
-
位
中

5

分

団

―
―
一
位
南
須
釜
分
団

排

球

の

部

平

苧

並

か

や

A

低
め
の
見

“

込

で

す
6

九
月
か
ら
十
月

1

位

岩

法

寺

分

団

一
一
位
竜
崎
分
団
に
が
け
て
は
低
温
に
な
げ

三

位

川

辺

分

団

易

く

早

冷

の

お

そ

れ

が

あ

卓
球
の
部
（
男
子
）
り
ま
す
。
八
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
は
、
二
三
回
本

一
位
r

」
南
須
釜
分
団

土
に
影
響
す
る
台
風
が
あ

二

位

ず

小

高

分

団

三
位
北
須
盗
分
団
る
見
込
で
す
。

進
協
議
会
を
設
置
す

る
。
協
議
会
に
推
進
員

及
ヘ
ル
。
＾

1
（
補
助
員
）

を
お
き
疫
病
の
検
査
、

予
防
指
導
、
を
行
う
。

ヘ
ル
バ
ー
に
つ
い
て
は

研
修
会
を
行
い
こ
の
目

的
の
推
進
を
補
助
す
る

＠
県
は
本
事
業
推
進
の
た

め
の
経
費
の
二
分
の
一

を
補
助
す
る
。
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協
な
ど
が
資
格
者
と
決
め

ら
れ
て
お
り
借
り
ら
れ
る

限
度
は
事
業
費
の
八
割
ま

で
と
し
、
そ
の
額
が
十
万

円
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま

す。R
借
金
し
て
も
も
う
か
り

宝
~
(
1
)茎
田
S

華
n
P

1

河
4
眼
9

慨
滋
瀑
7
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,
2
0
0
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逹
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浴
卦
津
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施営りをで五五行な国利土る立改まき自い生め にな放田水ひ区曲充あょ得基度て農
行んら融農年年ういやか地方つ良し易．分る産ま豊なた置‘のざ画り分なうの盤にい業
土でれ資林以以もで県つ改にもをよく＇のこにずかつのさ利ひま‘くでた° 増整利る構
地いるす漁内内の土の長良 のすうし土とあ無なて土れ用どで細ねすの 大 備 用 今 造
改るもる業年償に地補期事 がる° て地でつ駄生い地てさいついつか耕 ををす日改
良個のも公利還対改助融業 ← \~ こ ざ 生 をすてな活まはいれ水か不た 地 ・ しま図る＇土善
区人はの庫三期し良金資 ＇に 心 し そ 産 殖° 損努をせこるた路る便畦 整 か り た 地 が
‘‘農でが分限て事を ＇＇をは '• 盲配て・7 をし を力 築ん の原 いと 湿な 畔 ・ 備 り農めを呼
農共業す資五二据業受 低 さも土高て,. しとくかよ野まザ田農狭 は ま業土最ば

④ まおしな範つの変水に ， 
資 すわてり囲て償化利つ効

溢河
金° かもま内生還ほ等い果
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の - るるつる業実すて地所コヱ
ご とこて ，こ効施が多‘得裾蒜
相 思と借と果に毎少
談 いが金にのよ年の ,.,.'-:'

雷額t;
•• ・/¥-華

い地ど築日こ準農
丙 nt>

° 事ぅくもの備林 いと最は
斉案
~.e. 

務ぞた早穏！さ漁まう寄県舛斤
所県 めく乞会れ業こぞの庁→国
ヘ庁に豊をて資の．／農耕゜ロ
ご耕‘か逃お金三 地地
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相地おなさりは分 事課 頴

談 課気生ずま豊五 務ま
斗

下‘軽活 ‘す富厘 所た
笞

さ農にを一， ovこの えは 且
なが査員 くとて果詳屋別叉・法 かての格’査吃）こ家改
け ‘事がこに評の細評に家はら居方を}ノ家と屋正固
れ皆務各のな価調に価国屋各実り法；設は屋にのに定
ば様を家評り額査調基での棟施まに定｀評な評と資
円方 実 庭 価 ま を表査準定種毎すしよし来価り価も産
滑の施ににす算にを表め類にるたつて従＾まをな評
にご致行あ '.~:·出 も 行にら Jjl] ・:'評が、て 倍 は家し実い価
評協し った ．．すとつ よれ‘そ価‘算数賃・屋た施‘制
価力まてる るづたった楠しの今出評貸の° す今度
をがす調係 こい結て家造 ，て方回し価価調こる度の

ま
す

あ
な
た
は
借
金
す
る
事

に
何
か
不
安
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
借
り

て
も
返
済
で
き
る
か
と
い

ぅ
心
配
が
一
番
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

そ
れ
で
は
借
金
し
て
損
を

し
な
い
こ
と
を
例
を
あ
げ

て
説
明
し
よ
う
。

河
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土
地
改
良
事
業
は

長
期
で
低
利
な
資
金
を
と
う
ぞ

食
品
に
は
|
コ

一
三
つ
の
色
が
あ
る

農
試
創
立
七

0
周
年
記
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ

念
行
事
と
し
て
。
本
年
は
ん
の
見
学
を
待
っ
て
お
り

特
に
豪
華
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

郡
山
農
試
ま
つ
り
案
内

こ
の
よ
う
な
調
査
を
行

ぅ
訳
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

方
で
要
求
す
る
の
で
す
、

そ
こ
で
食
品
の
組
合
せ

を
す
る
簡
単
な
方
法
と
し

て
「
三
色
食
品
分
類
」
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
分
類
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
食
品
が
私
達
の
体

の
中
に
入
っ
て
果
す
役
割

を
三
つ
の
色
で
表
し
次
の

よ
う
に
分
類
し
た
も
の
で

す。
赤
色
ー
ー
秋
達
の
血
や

肉
と
な
る
も
の

豆
類
、
魚
介
類
、
肉

類
、
卵
類
、
乳
類

黄
色
ー
ー
慟
く
力
や
体

温
と
な
る
も
の

穀
類
、
い
も
類
、
砂

糖
類
、
油
類
、
堅
果

類
青
色
ー
—
ー
体
の
調
子
を

よ
く
整
え
る
も
の

緑
黄
野
菜
、
淡
色
野

菜
、
み
か
ん
類
、
海

草
、
果
物
類

t

毎
日
の
食
卓
の
中
で
食

品
を
う
ま
く
組
合
せ
る
た

を

l-＿＿＿_＿し

め
に
は
、
こ
の
三
つ
の
色

言

一

の

中

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

食

品

111

メ
ハ111

を
選
び
出
し
て
い
け
ば
簡

単
に
組
合
せ
る
こ
と
が
で

涵叩
一
生
i

乳

牛

が

良

い

乳

な

り

ま

せ

ん

。

き

る

わ

け

で

す

。

つ

ま

り

I
l
l
u
l
l

を

出

す

た

め

に

叉

私

達

は

特

別

組

合

せ

を

一

回

の

食

事

に

赤

と

黄

色

.
』

a
-

＿_＿三＿＂

‘

鶏

が

沢

山

卵

を

生

し

た

と

気

が

付

か

な

く

て

と

青

が

入

っ

て

い

れ

ば

よ

む

た

め

に

適

当

な

飼

料

の

；

も

、

油

い

た

め

の

時

に

は

い

わ

け

で

す

。

配

合

を

行

う

よ

う

に

、

秋

さ

つ

ば

り

し

た

漬

物

と

か

さ

あ

、

今

朝

の

食

事

に

達

の

毎

日

の

食

事

も

健

康

或

は

餅

を

食

べ

た

時

な

ど

欠

け

て

い

た

色

は

あ

り

ま

で

働

く

た

め

に

は

、

食

品

は

大

根

お

ろ

し

を

食

べ

た

せ

ん

で

し

た

か

？

。

の
組
合
せ
を
し
な
け
れ
ば
い
と
い
う
よ
う
に
、
体
で

ゞ

i

①
木
造
家
屋

l.‘
期
日
九
月
八
日
、

1
基
礎
、

2
土
台
、

3

九
日
、
十
日
三
日
間

屋
根
、

4
小
屋
組
、

5

二
、
行
事

柱、

6
外
壁
、
7
内

壁

、

①

研

究

成

績

施

設

の

公

8
天
井
、

9
造
作
、

10

開
展
示

床、

11
出
窓
、

12
庇

、

②

試

験

ほ

場

の

案

内

と

13
樋、

14
建
具
、

15
附

説

明

帯

設

備

⑧

農

事

、

生

活

改

善

の

相
談
：
—

．．
 

④
生
活
改
善
施
設
の
展

②
非
木
造
家
屋

示

1
主
体
構
造
部
、

2
基

⑥
お
も
な
併
設
行
事

礎、

3
間
仕
切
骨
組
、

農
業
機
械
展
示
実
演

4
外
部
仕
上
、

5
内
部

会
、
農
村
生
活
文
化

仕
上
、

6
床
仕
上
、

7

展
、
農
業
生
産
資
材

天
井
仕
上
、

8
屋
根
仕

上、

9
建
具
、

10
特
殊

設
備
、

11
附
帯
設
備
、

12
仮
設
工
事
、

13
そ
の

他
工
事

す
A

め
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
な

に
ぶ
ん
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

家
屋
の
評
価
は
次
の
よ

う
な
方
法
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
家
屋
は
木
造
と
非
木

造
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
叉

家
屋
の
種
類
は
、
用
途
別

に
分
け
る
と
左
記
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

専
用
住
宅
（
普
通
建
）

併
用
住
宅
、
農
家
住
宅
、

養
蚕
住
宅
、
付
家
、
簡
易

付
属
家
、
酪
農
舎
、
ア
。
（

ー
ト
？
旅
館
へ
事
務
所
、

店
舗
、
、
病
院
ヽ
浴
場
、
工

場
、
倉
庫
、
土
蔵
用
建
物

等
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の

基
準
表
を
適
用
し
て
各
部

分
別
評
点
調
査
を
行
い
ま

す
心
家
屋
の
部
分
別
と
は

次
の
通
り
で
す
。

家
屋
評
価
実
施
に

つ
い
て
の
お
願
い

つ
て
家
屋
の
坪
当
り
再
建

築
費
評
点
が
算
出
さ
れ
、

延
坪
数
を
乗
じ
て
総
価
額

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
家

屋
の
経
過
年
数
に
よ
り
耐

用
年
数
に
応
じ
て
減
価
償

却
額
を
差
引
き
残
存
価
額

と
な
り
ま
す
。
こ
の
残
存

価
額
が
評
価
の
決
定
価
額

と
し
て
台
帳
に
登
載
さ
れ

ま
す
。以

上
で
評
価
の
概
要
を

述
べ
ま
し
た
が
、
皆
様
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
と
思

い
ま
す
。
叉
評
価
実
施
の

際
は
家
屋
の
詳
細
な
見
取

図
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

前
も
つ
て
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
留

守
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

展
、
種
苗
市
、
盆
栽

展
、
日
本
種
鶉
展
、

農
林
生
産
団
体
優
秀

賞
表
彰
式
（
八
日
午

前
）
、
ミ
ス
福
島
博

0

フ
ィ
ア
ガ
ー
ル
に

よ
る
。
〈
レ
ー
ド
と
抽

せ
ん
会
）
．（
八
日
）
、

N
H
K
芸
能
大
会

（
九
日
午
後
）

火
の
用
心




